










































析を最初に TOD料金設定に適用した研究は， Wenders， ]. T. and L. D. 












本稿は， 費用節約的分析手法をとる代表的な研究として Lande，R. H. 
(Mar. 29， 1979)を，また厚生経済学的分析手法をとる代表的な研究として










2) たとえば， Alexander， B. J. (Dec. 4， 1980)， p.26および Huettner，D.， J.













豊里 まず， TOD料金設定のコストにつし、ては， 住宅用需要家は消費量
を月間 6，000kwhまで計muできる 3時間帯用 TODメーターを，また商工業
用需要家は最大需要も計測できる TODメーターを用いると仮定し，次のよ
うな追加的な年間メータリング・コストを算定する。
月間消費量(kwh) 追加l的メータリ γ 追加的年間メータリグ・コスト(ドノレ) ング・コスト(ドル)
住宅用 1 ~ 6，000 160 32 
商工業用 1 ~80，000 500 100 
















ピーク時減少 需要(kw) 供給予備率 ピークロード用施設lkwの建設コスト(わけ
10% x 1.15 x 1.2 x 34 = 4.69ドル
20% x 1.15 x 1.2 x 34 = 9.38ドル






ピーク時減少 需要(kw) 供給予備率 ピークロード用施設lkwの建設コスト(ドル)
10% x 22.0 x 1.2 x 34 = 89.76ドル
20% x 22.0 x 1.2 x 34 =179.52ドル






























減少 需要(kw) 時間数 節約額(セント)
10% x 0.75 x 1.05 x 200 x 2.46 
20% x 0.75 x 1.05 x 400 x 3.2 
40% x 0.75 x 1.05 x 800 x 3.2 
=0.39ドル
=2.02ドル
十 (4カ月 x350kwhxO.05)x 2.46 =9.79ドノレ
〈月間消費量6，000kwhの平均的な商工業用需要家について〉
ピーク時夏季の日ピーク 夏季ピーク lkwhあたり燃料
減少 需要(kw) 時間数 節約額(セント)
10% x 0.75 x 19.0 x 200 x 2.46 =7.01ドル
20% x 0.75 x 19.0 x 400 x 3.2 =36.48ドル
40% x 0.75 x 19.0 x 800 x 3.2 
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の極大をもたらす夏季料金が Ppに近づくにつれ， 需要曲線 Dpの勾配はよ
り平坦になり， Dopの勾配はより急になる。極端なケースとして， もLDop 
が完全に非弾力的な場合には， Popを上回って Puを引き上げても夏季の夜
間市場には何らの厚生損失ももたらされないため， Puは Pp に等しく設定
























いかもしれないからである。 BaltimoreGas and Electric (BGE)と Public






な厚生利得を生み出すことは明らかである ((Oct.jNov.1982J， pp.16 and 19n. 
3)。














8) この分析において参考にされた長期需要弾力性値は， Taylor， L. D. (Spring 
1975) による見積り(住宅用-1.02~ -1.89，商業用-1.36，工業用-1.25~-
1.82)をはじめ， BGEについて DataResources， Inc.が算定した数値等を勘案
した見積り(夏季の住宅用 -0.90，商業用 0.79，工業用 1.00，冬季の住宅用
-0.82，商業用ー0.25，工業用 -1.00)、および PNMについて NationalEco-
nomic Research Associates， Inc. が算定した見積り(住宅用 0.93，商業用
-0.56，一般電力一0.63，工業用 -0.63)である。















電力企業| 需要家種別 平均 kwh 便(ドル益) 費(ドル用) 分k岐wh点
住: 宅 用 7，432 344 299 6，345 
BGE 一般サーピス 61，745 1，798 323 11，087 
工 業 用 10，011，226 222，331 。 。
住 宅 用 9，416 403 299 6，978 
Delmarva 一般サーピス(一次) 45，784 1，228 323 12，036 
一般サーピス(二次) 3，043，472 86，920 1，108 38，782 
住 宅 用 5，507 328 480 8，068 
小口電力 19，053 738 480 12，398 
PN乱f
一般電力 460，747 18，780 1，776 43，572 
大口電力 8，196，655 262，754 1，776 55，403 
住 宅 用 3，275 210 397 6，191 
住 宅 用 10，229 771 397 5，267 
一般サーピス 5，318 352 430 6，491 
Illinois Power 
一般サーピス 24，708 4，887 1，474 7，453 
大口電力 8，604，332 226，810 1，474 55，926 
大口電力 103，449，000 1，940，327 1，474 78，598 
住 宅 用 8，169 539 398 6，027 
PEPCO 一般電力(二次) 321，740 16，274 430 8，494 
工 業 用 6，719，645 186，550 1，474 53，102 






TOD料金設定は BaltimoreGas and Electric (BGE)の平均的な住宅用






























さらに， We時 rsと Lymanは， TOD料金の実施の仕方についてわが
国でも参考とすべき，次のような提言をしている。まず最大規模の需要家を
持つ需要家種別からスタートすることによって， TODメータリングへのわ
12) ，再Tenders，]. T. and R. A. Lyman (Oct.jNov. 1982)， p.17. 
13) Ibid.， p.18. 
14) Ibid.， pp.18-9. 
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表2 大規模需要家の TOD料金適用総 kwh負荷に占める比率
電力企業 TOD需要比家率数 (96) 総kTWOhD負料荷金の適比用率の(96) 
BGE 592 .075 36.4 
5，167 .65 55.4 
Delmarva 86 .107 18.5 
IlIinois Power 372 .071 50.9 
PEPCO 245 .085 26 
7，359 2.54 58 
(出所) Wenders，]. T. and R. A. Lyman (Oct./Nov. 1982J， p.18. 
ずかな投資により，大きな比率の電力ロードについて完全な TOD料金を適
用することが可能である。表2は，大規模需要家の数と TOD料金を適用し
うる負荷の比率との対応関係を示している。それによれば， 一般に， TOD 
メーターを電力企業の需要家の 1%以下に設置させるだけで電力企業の負荷















































16) Caves， D. W.， L. R. Christensen. W. E. Hendricks. and P.E. Schoech 






























17) Ibid.， P .40. 
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